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次号予告
編集後記

特集のインタビュー収録に「夜勤
明けです」と登場された新卒の

お2人。笑顔も言葉も文字通りキラ
キラしていて、とてもまぶしく感じまし
た。連載「シンソツきらきら」でも感じ
ますが、悩みながらも希望をもって
働いている新卒の方に触れると自分
も元気づけられます。そんな新卒パ
ワーは、利用者さんや先輩方にもきっ
と届いているのでしょうね。徐々に新
卒訪問看護師さんが増えているのが
その証拠。来年も、たくさんのきらき
らナースさんに誌面にご登場いただ
けたらうれしいです●今年もたくさん
の方に支えていただき、12月号まで
発行することができました。どうもあり
がとうございました。来年もよろしくお
願いいたします！…栗原

かつてはただ難しいと思われてい
た新卒訪問看護師の養成。学

会などに参加すると、最近では議論
の焦点が「では、どうすれば育てられ
るか」に移り、「ウチはこうしている」と
いう具体的なディスカッションがされ
る段階に移ってきたように感じます。
それも本号で登場している方々のよう
に、既存の思い込み・枠組みにとら
われずにチャレンジする人々がいたか
らこそ。こうした現場の柔軟かつ強か
な試みにはワクワクしてしまいます。
●時間が経つのは早いもので12月号
を迎え、ひとまず1年のひと区切り。ご
縁をいただいた皆さま、ありがとうござ
いました。来年も、現場の実践の質
向上に資する情報から、現場のニー
ズに応じて自由な発想で行なわれるケ
アの姿まで、追いかけます！…小池

特集

在宅ケアの質を高める、
“外縁”を広げる
2018年は、医療・介護に関する政策の節目の年ともいえそうです。4月
には、診療報酬・介護報酬同時改定が行なわれます。さらには、「第7次
医療計画」「第3期医療費適正化計画」「第7期介護保険事業計画」な
どなど、在宅の現場に影響を与えかねないものがスタートします。
本誌新春2018年の1月号では、そんな在宅現場が大きく変わりかねな
いタイミングだからこそ、目の前の社会の制度・しくみの変化に振り回さ
れずにどしっと構えるための言葉を、新たな制度をつくりだす実践・取り
組みを後押しする言葉を探します。

【「　　　　」ためにこれからやっていくべきこと】
「民間企業が地域に関わる」◉青木正人
「介護の専門職たちがいきいきと働く」◉秋本可愛
「地域緩和ケアの網を張る」◉蘆野吉和
「多死社会の看取りを支える」◉太田秀樹
「地域住民の在宅生活を支える」◉角田直枝
「医療的ケア児の暮らしを支える」◉梶原厚子
「とも暮らしを進める」◉高橋紘士
「精神疾患をもつ人たちの地域生活を 
継続させる」◉渡邊乾

巻頭対談
連載「在宅ケア　もっと自由に、もっとやさしく」100回記念 

「対話」で「個」のニーズに立ち返る
◉秋山正子、山田康介

年 月号

※一部変更となることがあります。
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